
 

 

 

（（（（４４４４））））    テーマテーマテーマテーマ４４４４．．．．    「「「「    海海海海とととと陸陸陸陸のののの連続性連続性連続性連続性とととと生態系生態系生態系生態系、、、、水際線水際線水際線水際線    」」」」    

                                             参加者参加者参加者参加者        ２２２２４４４４名名名名    

                                                                                                    報報報報    告告告告    後藤後藤後藤後藤    隆隆隆隆    

    

アドバイザーアドバイザーアドバイザーアドバイザーのののの古川古川古川古川さんがさんがさんがさんが分科会分科会分科会分科会ののののコーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターをををを引引引引きききき受受受受けてけてけてけて下下下下さりさりさりさり、、、、千葉県千葉県千葉県千葉県

三番瀬再生基本計画案三番瀬再生基本計画案三番瀬再生基本計画案三番瀬再生基本計画案のののの「「「「再生再生再生再生のののの目標目標目標目標」、「」、「」、「」、「２２２２．．．．海海海海とととと陸陸陸陸のののの連続性連続性連続性連続性のののの回復回復回復回復」」」」をををを手手手手がかりにがかりにがかりにがかりに

話話話話しあいをしあいをしあいをしあいを進進進進めましためましためましためました。。。。またまたまたまた、、、、若月若月若月若月さんよりさんよりさんよりさんより「「「「伝統工法伝統工法伝統工法伝統工法((((粗朶沈床粗朶沈床粗朶沈床粗朶沈床))))」」」」のののの実務実務実務実務もももも含含含含めためためためた詳詳詳詳

細細細細なななな説明説明説明説明がありがありがありがあり、、、、参加者参加者参加者参加者にににに感銘感銘感銘感銘をををを与与与与えましたえましたえましたえました。。。。かつてのかつてのかつてのかつての三番瀬三番瀬三番瀬三番瀬のののの姿姿姿姿、、、、再生再生再生再生によりによりによりにより取取取取りりりり

戻戻戻戻したいしたいしたいしたい環境環境環境環境、、、、要素要素要素要素、、、、風景風景風景風景をををを出出出出しししし合合合合いながらいながらいながらいながら、、、、それをそれをそれをそれを実現実現実現実現するためにするためにするためにするために市民市民市民市民にできるこにできるこにできるこにできるこ

とについてとについてとについてとについて話話話話しししし合合合合いましたいましたいましたいました。。。。    

三番瀬再生三番瀬再生三番瀬再生三番瀬再生のためにのためにのためにのために重要重要重要重要なななな視点視点視点視点をををを市民市民市民市民がががが確認確認確認確認しししし行政行政行政行政にににに提供提供提供提供していくしていくしていくしていく事事事事、、、、またまたまたまた、、、、市市市市

民民民民のののの手手手手でできるでできるでできるでできる小小小小さなさなさなさな実験実験実験実験をををを行政行政行政行政ととととパートナーシップパートナーシップパートナーシップパートナーシップをををを組組組組んでんでんでんで実行実行実行実行していくしていくしていくしていく事事事事がががが大切大切大切大切

とのとのとのとの指摘指摘指摘指摘、、、、河川河川河川河川やややや流域流域流域流域、、、、下水道下水道下水道下水道をををを含含含含めためためためた水循環水循環水循環水循環のののの再生再生再生再生のののの重要性重要性重要性重要性もももも指摘指摘指摘指摘されましたされましたされましたされました。。。。    

今回今回今回今回のののの三番瀬三番瀬三番瀬三番瀬フェスタフェスタフェスタフェスタＰＡＲＴＰＡＲＴＰＡＲＴＰＡＲＴ２２２２    のののの試試試試みはみはみはみは、、、、市民市民市民市民がががが議論議論議論議論しししし、、、、協力協力協力協力しながらしながらしながらしながら自自自自らのらのらのらの提提提提

案案案案をををを作作作作りりりり上上上上げてげてげてげて行行行行くくくく「「「「ひとつのひとつのひとつのひとつのステップステップステップステップ」」」」であったとであったとであったとであったと言言言言えますえますえますえます。。。。市民市民市民市民がががが主体的主体的主体的主体的にににに議議議議論論論論しししし

連携連携連携連携しながらしながらしながらしながら、、、、東京湾東京湾東京湾東京湾・・・・三番瀬三番瀬三番瀬三番瀬のののの再生再生再生再生へのへのへのへの提案提案提案提案につなげてにつなげてにつなげてにつなげて行行行行くことがくことがくことがくことが大切大切大切大切だとだとだとだと痛感痛感痛感痛感しししし

ましたましたましたました。。。。    

                        ＜＜＜＜分科会分科会分科会分科会のまとめのまとめのまとめのまとめ＞＞＞＞    
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                  －－－－ １６１６１６１６ －－－－ 

問題点・目標

• 戦後の埋め立てや都市化以前の三番瀬
が，陸から海へと次第に移り変わる自然の
連続性があることにより豊かであったこと
を考慮し，現在残っている干潟・浅海域は
保全するという原則に立って，三番瀬への
河川からの淡水や土砂の供給，背後湿地
や地下水脈を通じた淡水の供給を取り戻
すため，三番瀬の干潟の再生，水環境の
健全化および後背湿地の再生に取り組む
とともに防災に配慮しつつ，失われている
「海と陸との連続性の回復」を目指します．

 

「海と陸との連続性の回復」

• 以前の三番瀬の自然の連続性
– 以前とは？傾斜の緩やかな斜面があったとき．
– 昭和の「ある日の干潟」，堤防はあるけど，干潟が３-
５km続いていた．沖に波が立っている．

– なだらかなつながり
– 流れが速かった（潮の干満によるもの）
– 水道（みずみち）としての「みお」の存在

• 以前の三番瀬の豊かさ
– 岸側に泥ふかいヨシ原（根本にハマグリ），沖にはア
マモ，アマモ場の間にアサリ場

• 現在残っている干潟・浅海域の保全

「海と陸との連続性の回復」

• 三番瀬への河川からの淡水供給
• 土砂の供給

– 旧江戸川からの供給（沿岸を沿って流れてきていた淡
水）

– 浦安・行徳の水田による，流れ・泥の供給
• 背後湿地や地下水脈を通じた淡水供給

– 船橋の漁師町では，湧き水があった．
– 三枚洲に，湧き水があった．
– 地下水の層別の流れ

• 水環境の健全化
– 淡水のもととなる森がない．
– 浸透させながらゆっくり流す方法がないか？
– 下水処理場からの栄養の供給が心配（汚濁 vs栄養）

海と陸の連続性と生態系

現状と問題点，提案

市民にできること
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－－－－ １７１７１７１７ －－－－ 

「海と陸との連続性の回復」

• 三番瀬の干潟の再生
– 栄養豊かな三番瀬
– 風・気象との関連（南風）
– アオサの問題：匂い．（塩浜２，３丁目）→台風で流れ
ていった→潮の流れとの関係

– 夏場の青潮の発生する，匂いが強い．色がきれい．
– 干潟・泥の匂い

• 後背湿地の再生
– 水田が広がる風景

• 防災への配慮
– 護岸のすべりをとめるための矢板は，透水性がある
のか

市民にできること

• 森（の機能）を作る試み
• 十分な検討を元にした流れをつくる試み
• 自然になじむ工法・手法の積極的な検討

三番瀬再生のために重要な視点を確認し，
各施策の計画・評価の時に配慮してもらいたい事項
として列挙する

市民にできること

• 森（の機能）を作る試み
– 防災としてのバッファゾーン
– 保水性の機能に着目する
– ミネラルを出す

– 水田の機能としての森を・・・
– 沈水植物を川の中に造成する（川の中に森をつくる）
– 暗渠を減らす
– 内陸部と海域をつなぐ視点も重要である（行徳湿地と
三番瀬の連携を考える）

市民にできること

• 十分な検討を元にした流れをつくる試み
– 昔，広い干潟が存在したことによる潮汐流があった
– 淡水供給による流れの創造
– 三番瀬の流れが悪いところがある．

• 海水交換の悪いところでアサリが死んでしまう
• 現状の把握が重要

– 運河を形成しての流れの創造
– 淡水から汽水にうつる一部としての行徳湿地と三番
瀬の連携

– 流れの環境影響については，十分に配慮する必要が
ある

市民にできること

• 自然になじむ工法・手法の積極的な検討
–順応的な方法論の適用
–粗朶沈床（単床）の適用
–自分たちでできることも，考える
–実験的に，進めていく取り組み方も重要
–市民レベル（例えば，釣り）での知識を活用す
る


